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u) 
遼則菊川流 ．t夜の地下 7K 井 話 都夫

ー まえがさ

愛疸ちゞ対象ヒした迎蛮は阻酌爵 I!＼笠那屈之内町 南方の 屎i)1I平野で，ある。

洞査病回 Id1949耳 4日17日～ 20巳（ 北 半 90井） ｀ 並 び に 合豆 8

月48~8 B l南ギ 95井){J)＝回 1こ亘つて行った。

観洩li：：ば 2万 5千分の一期 形 図 、向 礎、明尺

井庄酒志扁哀並て丘ゴく面迂の深でも預直 し、 井窓や•井壁の迎桓の床態を

観裏し、霰・察 Q)不可甑gも のは固取を行フた。吏に PH比色計 l8 1已I

0) PH 庄胴 べ｀• そ 0) ラぢ芭 干 、固サのポ IJ 採ポし、 汁

の分粕 を 勺 神＝同は焚即 で9⑫ ,F蜘つ令杓在 芍-

ハンドしべ lLE 用 i,iて

P R)によ っ て井

一巴は宗毀室 に 於 て臼，， F.Jl.

った。

本朋究 1：：：関し栖翌して下でつに田中笠秀三 、 男 田 荘 矢 面 阻士、堀査を

共さ れ を 穴 谷丙男氏、並びに荒 ．冊 i二於いて祖l伶宦在祐 つて下さった加茂

村、南 ll.J村役茄、苫臼．！！南等学校取粕桜下 粗兵・酌氏、南山 ．村 中 巴 寺 1：：：：対し

て深翔する 。
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皿形および｀期 店

京石山地の南緑lこは大井 l11およ tA"天差 111がつくった裔け犬則 fJ}陪祀 した

牧 之 ．臣および 癌田屎 があ り 、その 国に1a八＼さく茫仄す るサ1デ紀思の丘陵

迎 と共等左刻屯 牧 扱 の 投 丘 と 唖 広 l＼菊 Ill(})；谷応平野が広がつて Li`る。こ

図 1 の合店平 野在話＼音して見ると図 II：：索

した ，まうぼ坦索沢況衷知るこ ヒな
20・ 
匹

t f心竺慕
t：：：：：：：：：：：コ

出 未ごる。和ち｀用涌裔 {J),巴し＼佑で

←•―-っ 命 IU
） 一｛ 面態 迦 -- -i ° 9--.l  C ー・'̀‘―

限四刊言言言完旱
ー 沌本「祈痙 「す否｝ ＼芍涅荘の記i下 30.)n.

i tし：三 i• •・． i ：三「―-:i堂IJ知田てやマと差盤にあたるが、
0-i 

; l 

＿ 「―-一巴言ピ三戸廿 ？』；麟 i)光ヒ 戸！こっ斗lて 基 酎
． ：二て.:.ー--=:::.-` ！ 

考-|0.l し；・ニ ．：］F号： ．．・・• •コし-..::..::': i l 底疫 Ii癌くな l) 、"(J)
1 !.. .. i. ・ -i旱三．i-—l, i 
l ! ・. ·• l~--マ 巧；芍Ti ! ・ l 

皮 • - ； ・ ー・ ＇ 「． ・-砂I力il I 
＇ 名陵 が速沢 0,n_にあたる

叫 巧占lo......c l '̀ I 泊屯六使六釦か）！！蝶阿

l ・ ⑫切I t六ゴ、 近から知控杓;;附逆rこ
-~Oi I . ・.. . ・ t勿9;l

列
！ あ吝モのと考え ら オl~ 。

l) 

灼士麿珠月砂唇地罹
痰茫）節釦も 釦 lこ示し、たように菊）ll下溌堂止1約 田

砂忌土塁年 10:6;15 井 1：：於て屯丼•志の茨で口窃爪

で掴忽頃にば基封にあたったと芸ゎれてし頃

深井戸井堅 0)地苗

酒 に 至っ
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砂 ．祀土 なピ ・の混い泣 燃四からな るこ .(J)径 志平野d)

中にモ地衷画 下 l~2mm：：： 巻整 が居屯； し・ている佑や、

しか し一 方、 渫`

-mモ沖三配編り、出している m屯 ある a 前底 ↓3流窓 醗緑Q)ぶ褻茄 k平野

と の 急こ国立 、 そ の申で充愚屯明瞭なも のは図4に＂示 し之：ょラに白．岩

祝党附近で 、ゼ の面 禄 阿 臣 沖 要 湮 中 に急 頃科℃ 入 り込 ん で、お i) 、西光 lll

(J， 内靱 t＂は力三紀暦の l::I：：政．晉が (JJ Ij 、 さ ． ~ I::. ；ヰ栗担で．蔽ゎがているの

が見ら且る。こ m蹂層と基盤ヒの向からば水がに l..J}出，て レiるの主親叛

出烹た 、：：シtぱ 流双囲啄の丘衷を稗成し てし＼茅沖：：：：妃眉をきつてつ くら

れた沐三乃杢矛四段肛ヽ：：あたる七戸渇知放語 は平 田苅 生山 的固こ琵

らが、崇面 200)1¥南北 1oom豆 の 町弐 ．に国出してお ~J 、 ` せ (]') l囲嫁旅 は 魚

涙斜-(りヰ頑面下 }.:..／＼、1J込んで いる c ご札屯決斎世末期に於け ．ーる納 HI(l)侵
ヽ
蝕の際取汚さ ;!clたま）その投牙1要臣衣疑て滉社 に毛 った屯のヒ苺えられ

~-
なお平田村以南では堂山知四さ究 ＼ナ 己混い沖頑昌甲 fこ深，宋や差，などが｀

入り込み、井戸 a掘る時にメタン 11スが号 星 に出たといわ キし、現在で毛

室山約田南祝附．森の遠田地弗 fJ) 井や了• )J,9 て＂ は あるジ→スが出ている c

其 •他釉ホ弁の出荒など＇から考えて営て i~ 渦源哀 形成して いた 屯 (j) L 弓え

られる

期下 k訳拝状態

以..l::.0)よろ な地庭 算 立 を 持 っ =(JJ地寂(J)姐 下ボを

損 入｀親瑚中 1二段丘 .l::::や沖還平野 、政` ぱ汗我平野 か Pで

も、・問縁丘陵崖 、ードヒ ・tfJ)他なビて"PH．匝が異否

ごと）：：気付い た 0)V':;:.の白に従 つ 文涛1呉を沢

1：：：宰ぺるよ弓に．四 つ に分けた 。 ~ 2 参照

問緑庄陵上 の 扁位 段丘 (J)珠麗中 こ吊 iKL 

ろ．

I) 

た毛 (J)a 

豆` i百又 期止 i~2

図 2
 

必←荘笞の梢蕊

1)  ・iil線丘笥這し 岳 い沖領届 1二紋われた 低 ・

位段立の腺旨中 1こ杷太 L戸(])
r ：：ナしら)) 2)(/)晩通下 r1釦沖三祀屋・の シ ル ト岩砂もの互層か らなり、

こポ 7‘‘不況水石 ・こる してし` ，る u ス｝）＄茫杢！さ令回屯匹舟．丘咬 IJ)み こつい

て行った― ..J

う）‘屯芸吾中：：：帯ポした宅(])、 • この中． t:. 四図る,::: 示し た よラ に a) 沖積

衰 表目、院 0)砂暦 中 に爵水．Lた 屯の 罪 ち地衆 面に述ラ た芳井や ヒ各）沖

． 
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＂知 忍部叩朕い ］ れ し 。もの町 違 表面に記して湖の方へ急姫斜

する深井戸 d)＝系統がある c

4)"{})沖三杞眉中 1こ苗水した宅 (/)'o 二の牙 三 紀 目 -ぱ兎くシ iL卜岩砂

岩の豆舅で一活に日不透水局在なし．ているが佑によ 1)や＼塊成 のミ、）L卜 ，＇

岩焉からなっていョ• 。 ヌ：：：汎 a 地窓的に Id f{這の夫々 0j地窓に色丑オlる。・9

もの如、<nl遺痢洪濃吾の頷愚中に帯杖 Lr.：：屯 (J)もぁ ,;.5かへ、 二れな牧之 ＇

誤鰈過とセの下にくる貝沢妙況磨およ次、り＼笠山旅暦など行・壱 ・すが、こ (J) + 

網査て・ロ：：，点に渕保ある・屯0Jば千洪村毀里困近:/)))¥笠叩貧扇中に弗奴 L '

た屯のが存 ＇げら ¢}l るが百料が~z. J扮いたの誦す。

I 巳↓ zkm 

牛水 ・留
分`］―；ti,：贔t竺~：.」’r;t. 

水屡謁査 (J),豹栄を上，＝送ヽ＂た思‘有吠懲と妬付けて整埋し たm、唄喋 も

租造を認め、―̀，ーれら廊語の町：：曰かなり戸疇殊のある：：と を梵うた>

ぶぴ昨． Fふ改、での梱 lごつい て発る・-K次のよラである c ' ，門 、、 ・＇ぷ
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四 6,4-の素 涸K 25勺直｝えて遠 hヽ令陣鞭r..:.7）wr上ズ，ミ液を測定した約飛 ＇；
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l). :f" (J)痺 い所で，湛荒狂 0)沿 面 下 39三 匂け、 しか 予． 瞑 ゃ 月》や粘土

なと ” がりなってい て 、 下 流 致 i：：：稔いてぼ翌ヒぢ‘斑ホとかあ るいば腔 ホ舟

なヒ‘‘ を合疋‘谷在平野(]; 沖裾国 の珪 租朕照から 墾臨 をなす汁 三紀 届 の 3 - •

4回の経起と段 丘勅灰、そ の後(̀J)町下によーる透．K翌入、 汗 函甦 〇淮 忌、

万流 囲 で の潟頭 の 形 成 、 そ の 記の怪か 苺 罹 記 な ビ の 地 いも姿が一知がか訊 汽

の 余 飾 ヒ Lて 用 え ら 丑 だと

2) 次 (j)よラ な 四地翌と水綺、将に PH、と。国に 、旧密栢 な 熙椋 の あ ろご

ヒを知 →だっ

＂丘 阻 J::.~ 志位段丘 9) 四函中 i：： 玲;¾ Lた も 9。 I-'H5.gず庄私的

i：：弓 ＜．酸見を 示 ．してし＼ろ 。

2 " 丘応： ：菩 L芸し℃芹 憑 習 I：：蔀わ況忙粒段 丘 3度 ．邑中 に消 水し た

モ{J). !)ピ同牒 PH15".8 1J環＜即牲 ' 

3 汗礫層中 に秤 水 したも (J)• { :. =五PH砂 6、8註 I)中 世 に・召 l1。
fr. 

4 沖 三紀眉 中に 帯水 Lた毛の， P!,!'7.0～匹6で、 中牲～77!L力 l」杜

3)人縣叫9"(J)な し＼ と 再 え ら社ろ 井戸 iこ 7 いて 見 る・ヒ洒栽己夜の 、註 iヽ

方 （深 t＼井 F)1：： Uと合有董！3芍〈茜し1方 i：： JJ>L¥こと古 函 か 1：： し た 。

4) Fぶ の 色右星 や遠逸尼使甲割合弓芽菜平野 1：：：極のて芍 l¥こと 在申かに

した。

御莉使川脱状地 に於けみ緊慈に荒 11て

]. 他Eい決定

音 柳甲子男

も [jJW 版に源を ・染した府直使 1 11• は 山 菰深 〈亥1l み込んだ V 宕 fクの 谷召筋
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